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HQL人間生活工学実験倫理審査事業紹介

人間生活工学実験
倫理審査の必要性

昨今、人間生活工学実験の実施前に、倫理審査に
よる承認を受けることが社会の趨勢となってきた

実験対象者の福利・人権への配慮を怠った実験による
トラブル例
実験の目的とは関係のないプロフィール聴取を行い、問題と
なった
実験中に写真撮影をしたら、聞いていないと抗議された
実験に使用する試作品にバリが残っており、けがをした

＜起こり得る問題＞
実験対象者に生じたトラブルに対して、さまざまな
法的補償問題が生じる
実験で得られた結果の信頼、信用を失う
企業イメージが著しく失墜する

実験計画を事前に倫理面から確認することで
防ぐことができる

＜参考文献＞
人間生活工学研究センター；ユーザビリティ評価の標準化に関する調査研究、2001
厚生労働省；臨床研究に関する倫理指針、2003制定、2008改正
日本人間工学会；人間工学研究のための倫理指針、2009
公益社団法人自動車技術会；人を対象とする研究倫理 ガイドライン、 2012
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HQLの倫理審査支援

HQLでは、今年度より、倫理審査体制等が未整備の
企業等を支援することを目的に、外部機関の人間
生活工学実験計画に対する倫理審査の受託事業を
開始

外部機関から申請された人間生活工学実験計画に
ついて、倫理面の妥当性の審査を行う
実験計画が倫理面からみて承認できるかどうか、と
いう審査結果を通知する
実験の実施の可否については、実験実施機関が
判断

申請に必要な書類
人間生活工学実験倫理審査申請書
実験計画書
実験対象者への実験内容説明書
実験対象者の実験参加同意書
実験対象者の実験参加同意の撤回書
確認書

審査費用：180,000円（消費税別）（予定）

＜参考資料＞
人間生活工学研究センター；人間生活工学実験倫理規程、2013
人間生活工学研究センター；人間生活工学実験倫理審査規程、2013
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倫理審査の体制
申請から承認までの流れ

実験総括責任者

実験実施者

①実験計画
提出

②倫理審査の
依頼

③審議の
依頼

④審議結果の
報告

⑤倫理審査
結果の通知

⑥実験承認

倫理審査委員会
事務局

実験責任者

倫理審査
総括責任者
（担当理事）

倫理審査委員会

HQL申請者

＜倫理審査委員会の構成＞
・人間生活工学、医学、医療その他の自然科学分野に関して見識の
あるセンター外部の者
・倫理、法律、その他の人文社会科学分野に関して見識のある
センター外部の者
・人間生活工学実験に関して見識のあるセンター役職員
・男女混成

③～④：約3～4週間
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申請を受理する範囲と
審査結果

＜申請を受理する範囲＞
人間生活工学実験であること

ヒト由来試料（血液など）を侵襲実験により収集する実験 は 除外

CT,レントゲン撮影等、データ収集時に実験対象者が放射線被曝
する実験でないこと
MRI撮影など、実験対象者が高磁場にさらされる実験でないこと
日本国内において実施する人間生活工学実験であること

申請内容に重大な問題があり、抜本的に再検討が
必要

4不承認

審査結果に示された変更勧告に沿って実験計画が
修正されるならば、1回の再審査によって承認を得ら
れる可能性がある

3変更の勧告

審査結果に付与された条件を満たすように実験計画
が修正されるならば、倫理審査総括責任者の確認
により承認を得ることが可能

2条件付き
承認

申請内容のままの実験を行うことが可能1承認

＜審査結果の公表＞
申請者が、HQLの倫理審査による承認を得た実験を行ったことを、
外部に公表可能
事前にHQLの許可を得る必要あり

ぜひ積極的にご活用下さい

＜審査結果＞



北海道立総合研究機構　工業試験場　デザイン・人間情報Ｇ

デザインマネジメント人材育成の取り組み

　魅力的な製品の開発や長期的な視点での
ブランド力向上といった経営課題を解決して
いくためには、製品開発やデザイン、ブランド
などに関する知識を備えた人材の育成が必
要です。当場では、こうした企業経営に役立つ
適切なデザイン活用（デザインマネジメント）
ができる人材の育成を目的として、さまざま
な取り組みを行っています。

　製品開発に関連するデザイン活動は、大
きく右図の４つに整理できます。
　プロダクトデザイン、コミュニケーション
デザイン、ブランディング等の活動を実際に
計画し運用していくことが“デザインマネジ
メント”です。

ものづくりにおけるデザインマネジメント

　中小企業を顧客とするデザイン支援業務
で豊富な経験を有する(株)コボの山村真一
社長をメンターとし、そのデザインマネジメ
ント手法の体系化・体得を目的とした塾活動
「山村塾」を開始しました。

塾活動「山村塾」の企画・運営

　仮想企業におけるデザイン導入を体験で
きる「デザインマネジメントゲーム」を始め、
デザイン導入に際しての基本的な知識を紹介
するwebサイト、ブランドに関する理解や実
践を促進するガイドブック等を開発し提供し
ています。御社におけるデザインマネジメン
トの実践をお手伝いします。

デザインマネジメント支援ツール開発

顧客作り手

売りやすく作りやすく
使いやすいモノを考え
て作る

開発したモノの魅力を
ターゲット客に対して
適切に伝える

開発したモノを販売し
継続的に収益を得る

顧客との間に強い心の絆
をつくる

①プロダクト
　デザイン

②コミュニケー
　ションデザイン

③ブランディング

④デザイン
　マネジメント

いわゆる“デザイン”

事業化

全てのデザイン活動を
計画・実施する

モノづくり
に関連した

デザイン活動の
概念モデル

・企業経営の中でデザインをどう戦略的に導入・活用していくかを楽しく学べるボードゲームです。
・他社と競いながら、デザインを活用して高付加価値なものづくりを目指します。
・三期の営業利益率などで勝敗が決まります。

・デザインの戦略的活用に係る基本的な知識を分かりやすく提供するガイド
　ブックです。

・モノのデザインに際しての心構えや、基本的な知識、
　具体的な方法などの情報を提供するwebサイトです。
・デザインブリーフ書式などのツール等も本サイトで提供
　しています。
←URLはこちらのQRコードから。

・新製品のデザイン開発などの際に、プロジェクトの目標や実現手段等を詳細に
　記載するための書式です。
・デザインプロジェクトのルートマップ＆登山計画書とも言うべきものです。

第１章　仮想事例でデザイン導入
　　　　・活用の盲点を知る
第２章　図解でデザイン活用の基
　　　　本を理解する
第３章　ツールで理解と実践を強
　　　　化する
第４章　役立つ情報を得る

序　 章  ブランドを理解する
第１章　地域ブランドを理解する
第２章　地域ブランドをつくる
第３章　デザインをつかう
第４章　ＩＴをつかう
第５章　道内の取り組み事例
終　 章　地域ブランドづくりの
　　　　扉を開く

道総研オリジナル
デザインマネジメント

支援ツール

デザイン経営
を体感したい

デザイン
マネジメントや
ブランドを
勉強したい

デザイン活用
にあたっての
心構えを
知りたい

デザインマネジメントゲーム

デザインマネジメントガイドブック
デザイン導入ガイドwebサイトデザインブリーフ書式

山村塾の目標

山村塾の実施体制

コボ山村氏のＤＭ方法論
の体系化・体得を目指す

【シート構成】
１．商品開発の動機・目
　　標・商品の基本的アイ
　　デア
２．商品のイメージ
３．商品開発の進め方
４．商品開発の体制とタイ
　　ムライン
５．登山口でのチェックリ
　　スト

製品の
デザイン開発
を始めたい

手本とした事例：業務用洗濯機のデザイン開発

2012山村塾
の狙い

（株）コボが進めるデザイン
プロジェクトが成功した理由を
参加者各自が考え、議論し
得られた知識を共有する。

従前 デザイン後

ケーススタディ
　本事例における参考とな
る部分や、より詳しく知り
たい部分を事例テキストか
ら抜き出し整理する。

・ビデオ鑑賞
・グループディスカッション
・KJ法による整理

宿題ワーク
・第一回の感想
・気づき、宣言、リクエストなど
　何でも

宿題成果発表＆
塾長との問答
宿題について発表する。
第一回目で整理した話題に
沿って、塾長と問答する。

・宿題発表
・第一回の振り返り
・塾長との問答

振り返り＆
フィードバック
前二回の結果を振り返り、
今後に向けた論点や解決
策などのアイデアを考え、
整理する。

2013年以降の予定テーマ
・「良いデザイン」とは？
・「デザインとお金」を考える

・グループディスカッション
・全体ディスカッション

成果の形式知化
・発言のテキスト化
・ＫＪ法による文脈の整理・共有

成果の形式知化
・発言のテキスト化
・ＫＪ法による文脈の整理・共有

山村塾長参加！

効果的なデザイン活用により
製品の売上高が１０倍に

教材作成・事前学習
・セミナー動画　編集
・テキスト作成

本音としては・・・
・『いい話を聞いた』で終わって
　ちゃダメだ！という思い
・デザインはそんなことまででき
　るんだ！という驚き
が原点。 参加者の声

・「デザイナーの本音が聞けて勉強
になった」
・「デザイン業務を進めていくため
の具体的なヒントを得られた」
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会話の徹底。
F a c e  t o  F a c e 。
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新しい製品像は、人と人とのコミュニケーションを通して生まれます。

それは製品の素晴らしさを話すだけではなく、

「聞くこと」から始まります。

OP EN E Rの営業資源の基本として「人との会話」を大切にしていきたい。

戦略的商品開発支援事業の支援事例
　この事業は、当センター技術支援推進部・
商品開発支援室（旧 企画部戦略的デザイン
室 -平成20年度設置 -）によるデザイン支援、
各技術部による技術支援、 ( 公財 ) 神奈川産
業振興センターの経営支援を一体化し、企
画段階から市場導入までを見据えた「戦略
的商品開発支援」を行い、「売れる商品づくり」
を支援しています。
　なお、平成２５年度より「戦略的商品開発
支援事業」は「製品化・事業化支援事業」
として、発展的に事業が継承されています。

支援内容：

テーパータックの特長である作業時間

の短さおよびなぜ作業時間の少ないの

かという理由を説明するために、販促

ツール（パンフレット、ポスター、ホー

ムページ、ＣＧ動画）の企画策定を行

いました。

同時に、展示会支援、販売促進につ

ながるビジネスマッチング支援を行い

ました。

「テーパータック」の販路開拓に係る
販促ツールの企画策定
「テーパータック」の販路開拓に係る
販促ツールの企画策定

支援企業：

株式会社  シモカワ

神奈川県産業技術センター
〒243-0435　海老名市下今泉 705-1　 TEL : 046-236-1500( 代表 )

問い合わせ先：技術支援推進部  商品開発支援室

1：展示会、２：既存プレゼン、３：３Ｄモデリング

右：製品比較動画

右：製品比較図

1 

2 3 

支援内容：

モデル試作メーカーである企業の、医

療用手技用モデルの事業化に向けた、

ブランド構築支援を行いました。

ターゲットとなるユーザーとの会話、

製品体験、ブランドの記憶をどう提供

していくかを検討し、コンセプトの再

構築を行い、コンセプトブックの作成、

ブランドネーム、ロゴの見直し、事業

展開（封筒・名刺、カタログ、Ｗｅｂ、

展示会等）イメージの立案しました。

「医療手技用モデル」製品の
事業化・商品力強化を図るための支援
「医療手技用モデル」製品の
事業化・商品力強化を図るための支援

支援企業：

株式会社  ＪＭＣ

1：開発会議、２：ユーザーヒアリング、３：コンセプトの再構築

上：コンセプトブック
上（３図）：コンセプト構築後の新ブランド提案

下：コンセプト構築前の製品

上：製品化・事業化支援事業の支援図

1 

2 3 

販路を見据えた
商品企画・開発を
初期の段階で !!

？？

研究開発 製品開発 商品開発

製品開発は順調

でも商品として売り出す

ノウハウがなく茫然 ...

プロモーションに

係る連携をしたい

闇雲にチャレンジ

して挫折

3研究開発・製品開発の

拠点が欲しい

1 開発が行き

詰っている ...

2

4

6

商品開発にデザイン

サポートが必要

5？
目
標
達
成

医療業界という、少々堅苦しい世界の中において
誰の手でもできる、
どんな時でもできる、

何回でも練習ができる、
そんな「手技トレーニングの現場」を創りたい。

そう、ビジョンを掲げました。
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記憶の徹底。
ビジュアルコミュニケーション。
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覚えてもらう事。
これを無くして、ブランドの成功はありません。
そのために必要なのは、文字ではなく「形」。
すなわち、ビジュアルコミュニケーションです。
ロゴデザインをはじめ、パッケージ、WEB、
カタログやプレゼンテーションツールを通して可視化し、
人の記憶を「ひとつ」にしていきます。
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体験の徹底。
ユーザビリティ。

m i s s i o n _ 0 2

手技のトレーニングは、製品を購入しただけでは完結しません。
「製品をどう使ったら効果的な手技が行えるのか？」
これをしっかりと伝えていく必要があります。
デジタルコンテンツをはじめ、ワークショップ・展示会などを通じて
最新の手技をプレゼンテーションし続けます。



図1　開発したシステムの画面

滋賀県工業技術総合センター
機械電子担当

TEL 077-558-1500

目的
　現代の成熟した市場では、高機能で

あるから、あるいは低価格であるからという
理由だけではものが売れなくなっており、＋αの
感性価値を、消費者へ伝える売り方を含めた商品
づくりが重要になっています。しかし、感性価値は曖
昧なものであるため、その評価や分析は難しく、商品
開発の現場における大きな課題となっています。そこ
で本研究では、曖昧な感性価値の分析および評価
手法の確立を目指し、SD法や自己組織化マップ
（SOM：Self-Organizing Maps）を活用し
た感性価値評価分析システムの開発を
行いました。

システム開発
　システムの動作環境は以下のとおりです。

開発システムをオープンソースCMS（Concrete5）
のプラグイン（Webアプリケーション）として開発（図１）。
アンケート調査のアイテムや質問項目の設定は、すべてWeb
ブラウザからダイアログで行えるようにし、容易な操作性を実
現しました。

サーバ環境 CentOS 5.9、Apache 2.2、MySQL 5.0、
PHP 5.2、Concrete5 5.5、SOM_PAK 3.1

開発環境 Google Chrome、Eclipse3.6 CDT
言語 PHP, JavaScript、C++

　SOMグラフ化は、ヘルシンキ工科大学で配布されてい
るSOM_PAKを日本語化して利用、マップにはイメー
ジ画像を配置する機能を追加し、個々の質問
ごとの個別マップグラフを表示可能と

しました。

まとめ
　調査内容の設定から、アンケート収

集、グラフ表示までの機能をトータルに備
えたWebアプリケーションの開発を行うことで、
調査から分析までをシームレスに行えるシステム
を完成させることが出来ました。アンケート結果を
SOMマップで表示することで、多次元データによる
商品の分類を簡単に視覚化することが可能となり
ました。さらに個別マップを分析することで、商
品のポジションを左右する因子の分析が可能
であり、本システムは市場分析の有効な
ツールとして期待できます。

研究テーマ紹介





地方独立行政法人　鳥取県産業技術センター
電子・有機素材研究所

産業デザイン科

3D プリンタ
Dimension Elite (Stratasys)
使用料 2,100 円 / 時間

3DCAD データから ABS 樹脂を
積層し、すばやくモックアップ
を作成できます。

・ファイル形式 STL
・出力可能サイズ 203×203×305mm
・積層ピッチ 0.254または0.178mm

NC マシニングセンタ
ROBODRILL α-T14iFa（FANUC）
使用料 500 円 / 時間

・３軸制御
・木材、樹脂の加工のみ（金属は不可）
・動作範囲　500×400×330mm
・テーブルサイズ　650×400mm
・工具収納本数 14本（タレット式）
・付属ソフト MasterCAM (JBM)

CAD データから CAM ソフトウエ
アでプログラムを作成し、複雑な
曲面や形状を切削加工できます。

レーザー加工機
LaserPro Spirit GX (コムネット)
使用料 800 円 / 時間

・加工エリア　860×610×177mm
・加工データ形式　AI、DXF、BMP、JPG
・カット可能厚　最大15mm
・塩ビ、ポリカーボネード、PET樹脂、
　鏡面仕上げの金属、テフロンなど
　は加工できません
・付属ソフト CINEMA4D R13

CorelDRAW X5
Adobe Illustrator
Adobe Photoshop

レーザーで木材、紙、プラスチッ
ク等を任意の形状に彫刻加工、切
断加工できます。

各種木工機器
センター HP 参照

木工用の各種機器が利用できます。
詳しくは産業技術センター HP

（http://www.tiit.or.jp/index.php?v
iew=4470）をご覧ください。

・精密昇降丸鋸盤
・傾斜昇降盤
・クロスカットソー
・鋸盤パネルソー
・手押かんな盤
・自動一面かんな盤
・超仕上げかんな盤
・シングルスライサー
・木工ミシン鋸機
・卓上帯鋸盤
・卓上ボール盤
・角のみ盤

・多軸ボーリングマシン
・ルーターマシン
・木工ろくろ
・コーナーロッキングマシン
・横型ベルトサンダー
・結合サンダー
・スポンジサンダー
・孔内面研磨機
・自動刃物研削ラップ盤
・自動刃物研削盤
・プレス機（木工プレス）
・ボディプレス

■木工機器リスト

■デザイン科の役割

① 県の関係機関と調整しデザイン事業をコーディネートする
② 地場産業と各企業の特徴を研究、理解する
③ 企業と県内外の有能なデザイナーとの共働のしくみをつくる
④ 商品企画のプランニングができる人材を育成する
⑤ 企業のデザインに対する意識を高める

デザイン科の役割として大きくこの５つを掲げてい
ます。県内企業の商品企画・デザインに対する意識
のレベルアップや、高付加価値型商品の企画 / 開発
を実践するためのしくみづくりに取り組んでいます。

意識の向上、実践のサポート

■具体的な活動・事業

商品企画やデザインに関する相談に対応していま
す。新商品開発のための補助金制度や、最新の試作
機器、県内外のデザイナーの活動状況など、商品企
画やデザインに関する情報を集めています。お気軽
にお問い合わせ下さい。

相談対応（役割との対応 ： ② ③ ⑤）

県内企業の商品企画、デザインに対する意識の向上
を目的としたセミナーを実施しています。高付加価
値型商品を実現するためのデザイン活用について
や、商品企画手法を学ぶワークショップ形式のセミ
ナーなど、県内外からデザイナー、プロデューサー、
バイヤーなどを招いたセミナーを、鳥取県商工労働
部、産業振興機構と協力して計画しています。

セミナーの開催（役割との対応 ： ① ④ ⑤）

商品企画、開発や経営戦略のできる人材の育成に取
り組んでいます。ブレインストーミングなどのさま
ざまな発想の手法を取り入れたワークショップや、
CAD・CAM を利用した試作加工技術など、人材育
成事業を専門の研究員が行っています。また、社内
の機器を移動できない場合や多人数を対象とした
ワークショップを実施する場合には、企業へ直接研
究員が訪問し指導しています。

人材育成事業（役割との対応 ： ③ ④ ⑤）

鳥取県産業技術センター 施設紹介

■機器・設備



広島県立総合技術研究所
西部工業技術センター 生産技術アカデミー

◆ 中国地域　質感・色感研究会

◆ 広島県感性人材ネットワーク構築事業

◆ 地域ものづくりと人間工学   （日本人間工学会シンポジウム）

「感性」ものづくり支援  /  振興

感性×広島

研究開発

産総研中部センター，熊野筆メーカ，
木質内外装材メーカと射出成形可能
な新たな木質材を研究中。
質感評価・デザイン開発を担当
*H24-25 JST A-STEP シーズ顕在化

FPGA を活用したアイトラッカーの超
小型化と車載用のHMI 等を研究中。
車載用のGUI や目視確認サポート装
置のプロトタイプ開発
*H23-25 単県研究

産総研デジタルヒューマン工学研究
センター，手袋メーカと実施。
人の複雑な手形状から簡単化した手
型形状への変形方法、ルール作成
*H23-24 JST A-STEP 探索タイプ 

中国地方の感性・人間工学・デザイン・画像
処理等の研究者 12 名と企業 9社が，自社課題
のブラッシュを行う。自動車メーカのノウハ
ウを家電メーカが活かすといった業種や県境
を越えた技術交流の場になっている。

広島県内に人間工学・感性工学・デザインを
普及させ「感性価値」を創造する技術基盤構
築を行った。2回の講座＋「Touch★感性価値」
と銘打った製品体験会による普及啓発、４社
のものづくり支援を実施した。

全国 10 県の地方公設試の人間工学＋デザイン研究者が参加し「地域に
おけるものづくりと人間工学」をテーマにシンポジウムを開催。椅子、
操作パネル、床材、医療器具等の成果品（「こらぼん」も！）を展示し、
専門家と意見交換を実施。共同研究企業の参加もあり盛況であった。

主催：ちゅうごく産業創造センター

化粧筆の塗りムラ評価（画像解析），筆の動き解析（高速度カメラ）

衛生帽子の温熱快適性 靴の履き心地試験 椅子のイメージ評価
（名作椅子との比較）

主管課：県商工労働局次世代産業課  委託先：中国地方総合研究センター

高耐久性・高意匠性を両立する
木質成形体の開発

超小型視線検出モジュール
による目視確認装置の開発

パーソナルフィットを実現する
手袋用手型設計の自動化





  

大分県産業科学技術センター

製品開発支援担当

　 平成２５年度版

　随時、製品開発やデザイン活用についてのご相談に応じております。お気軽にご相談ください。

あなたの会社の研究室 hhttttpp::////wwwwww..ooiittaa--rrii..ggoo..jjpp//  

グッドデザイン商品創出支援事業グッドデザイン商品創出支援事業　　　
商品づくりの商品づくりのお手伝お手伝い

この事業の目標は、県内企業の皆さんが、デザインの活用を図ることで、市場競争力のある売れる

商品を創出することです。商品開発課題の各段階（商品企画、設計製造、販路開拓に至る

プロセス）を当センターと専門アドバイザーが連携してお手伝い(支援)します。

事業概要

 申込・お問合せ 先  　大分県産業科学技術センター　　製品開発支援担当 ／ 坂本・豊田　

　　　　　　　　　 電話：097 - 596 - 7101 (代) 　 Ｅ-mail：sakamoto@oita-ri.go.jp

事業のポイント
　○ 商品開発の取り組みを２段階に分けて、お手伝いしています。

　○ 企業の皆さんの「ここを何とかしたい！」に応じて、どの段階からでもお手伝いいたします。

　○ 毎月２回程度の検討会議と専門アドバイザーによる具体的なアドバイスを行います。

　○ 費用は、専門アドバイザー謝金の１／３をご負担していただきます。（４～８万円程度）

事業スケジュール

　　４－５月　　　６月　　　　　　　　６ - ２月（支援の実施期間)　　　　　　　　　３月

　・募集期間　・選定委員会　・支援契約（実施～２月末まで)　　　          　　　　　　　　　・まとめ

　       ○ 申請　　○ 実施計画　 ○ 契約締結　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ 完了報告　　

　　　

　　　　　

商品
企画

商品
設計 製造

加工

商品企画
　　ステップアップ

ユーザーの心を捉えたい

商品をカタチにしたい

ユーザーのニーズを捉えたい

 売れる商品の

   企画づくりを

          お手伝い

 商品に最適な

    ものづくりを

        お手伝い

商品
設計

商品
企画

商品
設計 製造

加工

販路
開拓

市場

商品企画商品企画
　　　　サポートサポート

ものづくり
　　サポート

・企画会議 (毎月２回程度)
・デザイナーやマーケッターの
　個別指導 (１回)
・費用：4万円以下
　

・開発会議 (毎月２回程度)
・専門アドバイザーの
　具体的アドバイス (～5回)
・費用：８万円以下
　



http://www.pref.okinawa.jp/site/shoko/kogyo/index.html http://www.pref.okinawa.jp/site/shoko/kogyo/index.html 
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いわてデザインネットワーク・ボランティいわてデザインネットワーク・ボランティいわてデザインネットワーク・ボランティいわてデザインネットワーク・ボランティ

アによる復興支援アによる復興支援アによる復興支援アによる復興支援

さんりく基金助成事業さんりく基金助成事業さんりく基金助成事業さんりく基金助成事業

デザインボランティアネットワークデザインボランティアネットワークデザインボランティアネットワークデザインボランティアネットワークの構築の構築の構築の構築

企画支援部（復興支援プロジェクトチーム）企画支援部（復興支援プロジェクトチーム）企画支援部（復興支援プロジェクトチーム）企画支援部（復興支援プロジェクトチーム）

氏家亨、八重樫幾世子、町田俊一氏家亨、八重樫幾世子、町田俊一氏家亨、八重樫幾世子、町田俊一氏家亨、八重樫幾世子、町田俊一

岩手大学、岩手県立産業技術短期大学校、岩手大学、岩手県立産業技術短期大学校、岩手大学、岩手県立産業技術短期大学校、岩手大学、岩手県立産業技術短期大学校、

盛岡情報ビジネス専門学校盛岡情報ビジネス専門学校盛岡情報ビジネス専門学校盛岡情報ビジネス専門学校

東日本大震災津波で被災された企業に、デザイン面から復興のお手伝いをする

ため、商品のパッケージやラベル、商品紹介パンフレットなどのデザイン制作を

支援しました。

●いわてデザインネットワーク・ボランティア（●いわてデザインネットワーク・ボランティア（●いわてデザインネットワーク・ボランティア（●いわてデザインネットワーク・ボランティア（以下、以下、以下、以下、iiii----DNetDNetDNetDNet））））

国立大学法人岩手大学、岩手県立産業技術短期大学校、

学校法人盛岡情報ビジネス専門学校、地方独立行政法人岩

手県工業技術センターの4機関が協定を締結し設立しました。

4機関に加え、広く一般にデザイナー等を募集し、デザイン制

作を支援しました。

●支援内容の概略

i-DNetでは、沿岸地域の企業様などを訪問し、無償にてデ

ザイン相談を承りました。

デザイン制作については、被災された沿岸地域の企業様等

であれば無償で支援しました。被災されていない企業様につ

いては、デザイナー等を紹介致しました。

○デザイン相談：64件

○デザイン制作（継続中も含む）：34件

（平成25年3月31日時点）

●i-DNetのこれから

デザインを依頼したい企業様とデザイン業界の関係を強くし、

長期的に繋がっていくことを目指します。また、デザイン業界

の連携強化、デザイナーの育成、および、学生の育成・就業

へと結びつけ、岩手県の幅広い産業や企業の発展に資する

ことを目指します。

たろうの思い（田中菓子舗）

パンフレット（株式会社山英）

ぷるっこきくらげ（フードパック株式会社）

■ 支援のねらい
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地域資源を活かした商品デザイン地域資源を活かした商品デザイン地域資源を活かした商品デザイン地域資源を活かした商品デザイン

～普代村の新商品ができました！～～普代村の新商品ができました！～～普代村の新商品ができました！～～普代村の新商品ができました！～

特産品ブランドづくり事業特産品ブランドづくり事業特産品ブランドづくり事業特産品ブランドづくり事業

企画支援部企画支援部企画支援部企画支援部 八重樫幾世子八重樫幾世子八重樫幾世子八重樫幾世子

食品醸造技術部食品醸造技術部食品醸造技術部食品醸造技術部 伊藤良仁伊藤良仁伊藤良仁伊藤良仁

関係写真

平成24年度普代村と村内の以下事業者では、特産品である「昆布」と「鉄山染」の新

商品開発に取り組みました。当センターでは普代村からの事業受託により、製品開発や

商品デザイン等を支援しました。また、復興支援事業との連携により「復興デザインマ

ルシェ」（東京／3月）に出展し、新商品の販売促進の支援に取り組みました。

普代村では平成21年度から村内事業者・生活研究グルー

プと共に、地域資源のブランド化に取り組んでいます。平

成24年度は当センターで

①食品開発の考え方を学ぶセミナー（5回）

②デザイナー(※)を交えた商品企画会議（各事業者5回）

を開催し、商品設計や試作、パッケージデザイン制作等を支援し

ました。

※ワニーデザイン、BLANC ＋ GRAPHIC DESIGN

「浜のお弁当おかず」「浜のお弁当おかず」「浜のお弁当おかず」「浜のお弁当おかず」((((有有有有))))マルサ嵯峨商店マルサ嵯峨商店マルサ嵯峨商店マルサ嵯峨商店

昆布煮と組み合わせて お弁当用に提案。

「新巻鮭こん「新巻鮭こん「新巻鮭こん「新巻鮭こんぶぶぶぶ巻」巻」巻」巻」((((有有有有))))マルコシ商店マルコシ商店マルコシ商店マルコシ商店

うす味のこんぶ巻を開発。

「いくら」とセットのギフト用に。

「鼓舞焼き」「鼓舞焼き」「鼓舞焼き」「鼓舞焼き」下川原商店下川原商店下川原商店下川原商店

応援する気持ちをこめたネーミングの

昆布餡入りどらやき。

「生たれカルビ」「生たれカルビ」「生たれカルビ」「生たれカルビ」 上神田精肉店上神田精肉店上神田精肉店上神田精肉店

「昆布入り生たれ」を活用した商品。

「三船の昆布バー」「三船の昆布バー」「三船の昆布バー」「三船の昆布バー」三船製菓店三船製菓店三船製菓店三船製菓店

オリジナル昆布クッキーを、漁師や

サラリーマンのポケ飯用にリニューアル。

「鉄山染「鉄山染「鉄山染「鉄山染 ストールストールストールストール」」」」萩牛生活研究グループ萩牛生活研究グループ萩牛生活研究グループ萩牛生活研究グループ

鉄山の沢に湧き出る褐色の水で

草木染を媒染したストール。

商品企画会議の様子

■ 支援のねらい
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■ 研究のねらい

１１１１ 新田式カンシの開発新田式カンシの開発新田式カンシの開発新田式カンシの開発

新しい外科手術に適応したカンシを開発

２２２２ 形成外科用ピンセットの開発形成外科用ピンセットの開発形成外科用ピンセットの開発形成外科用ピンセットの開発

血管や神経を扱うピンセットを開発

３３３３ 人工血管用ハサミの開発人工血管用ハサミの開発人工血管用ハサミの開発人工血管用ハサミの開発

管を平滑にせん断するハサミを開発中

４４４４ 軸索切断ハサミの開発軸索切断ハサミの開発軸索切断ハサミの開発軸索切断ハサミの開発

神経を潰さず切断するハサミを開発中

５５５５ 切片ピックアップピンセットの開発切片ピックアップピンセットの開発切片ピックアップピンセットの開発切片ピックアップピンセットの開発

顕微鏡サンプルを扱うピンセットを開発

６６６６ マイクロサージェリー用ピンセットマイクロサージェリー用ピンセットマイクロサージェリー用ピンセットマイクロサージェリー用ピンセット

ヒト用・歯科用・獣医用として製品化

2011年グッドデザイン賞受賞

７７７７ 脳神経外科用マイクロピンセットの開発脳神経外科用マイクロピンセットの開発脳神経外科用マイクロピンセットの開発脳神経外科用マイクロピンセットの開発

顕微鏡下で組織を扱うピンセットを開発

カスタムフィット医療器具の開発カスタムフィット医療器具の開発カスタムフィット医療器具の開発カスタムフィット医療器具の開発

地域イノベーション地域イノベーション地域イノベーション地域イノベーションクラスター戦略支援プログラムクラスター戦略支援プログラムクラスター戦略支援プログラムクラスター戦略支援プログラム

成果・実績成果・実績成果・実績成果・実績

図１ 開発したカスタムフィット医療機器

手術用機器類は、医師の手の延長としてその技術的精度を飛躍的に高めるもので、

手術の成否に大きく影響します。そこで、医師・獣医師の協力のもと、「具備す

べき機能の抽出・評価基準の設定」、「デザインと試作」、「意匠・機能の評

価」、を繰り返して医師の要望にあった手術用機器の製品化を目指しました。

ものづくり基盤技術第２部ものづくり基盤技術第２部ものづくり基盤技術第２部ものづくり基盤技術第２部 飯村崇、企画支援部飯村崇、企画支援部飯村崇、企画支援部飯村崇、企画支援部 長嶋宏之長嶋宏之長嶋宏之長嶋宏之

岩手大学岩手大学岩手大学岩手大学 首藤文榮、岩手医科大学首藤文榮、岩手医科大学首藤文榮、岩手医科大学首藤文榮、岩手医科大学 遠山稿二郎遠山稿二郎遠山稿二郎遠山稿二郎

（株）東光舎、（株）サトウ精機（株）東光舎、（株）サトウ精機（株）東光舎、（株）サトウ精機（株）東光舎、（株）サトウ精機

切片ピックアップピンセット・脳神経外科用マイクロピンセット切片ピックアップピンセット・脳神経外科用マイクロピンセット切片ピックアップピンセット・脳神経外科用マイクロピンセット切片ピックアップピンセット・脳神経外科用マイクロピンセット

試作した中でも、特に良好な感想をいただいたものについては、早期の製品化を目指す。

その他その他その他その他医師からの要望の多くは、まだ充分に対応できていない。医師からの要望の多くは、まだ充分に対応できていない。医師からの要望の多くは、まだ充分に対応できていない。医師からの要望の多くは、まだ充分に対応できていない。

本事業の枠の中だけではなく、多くの企業との連携で実現を図っていく。

今後の展開今後の展開今後の展開今後の展開
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脳外科手術用ピンセットの開発脳外科手術用ピンセットの開発脳外科手術用ピンセットの開発脳外科手術用ピンセットの開発

地域イノベーション地域イノベーション地域イノベーション地域イノベーションクラスタークラスタークラスタークラスター戦略支援プログラム戦略支援プログラム戦略支援プログラム戦略支援プログラム

脳外科手術用バイオネット型ピンセット脳外科手術用バイオネット型ピンセット脳外科手術用バイオネット型ピンセット脳外科手術用バイオネット型ピンセット

お医者様から直接ご意見を聞き、ピンセットやハサミなど、その先生が使いや

すいカスタムメイドの医療用鋼製小物を、耐摩耗性と生体適合性の高いCCM合金で

試作しました。

企画支援部企画支援部企画支援部企画支援部 長嶋宏之長嶋宏之長嶋宏之長嶋宏之

ものづくり基盤技術第２部ものづくり基盤技術第２部ものづくり基盤技術第２部ものづくり基盤技術第２部 飯村崇飯村崇飯村崇飯村崇

（株）（株）（株）（株）東光舎東光舎東光舎東光舎、、、、岩手医科大学、岩手医科大学、岩手医科大学、岩手医科大学、

岩手大学地域連携推進センター岩手大学地域連携推進センター岩手大学地域連携推進センター岩手大学地域連携推進センター

特徴１特徴１特徴１特徴１―――― 全体全体全体全体

■ 耐摩耗性と生体適合性の高いCCM合金製

■ 視界を遮らないバイオネット型

■ 従来品と変わらない使用感

特徴２特徴２特徴２特徴２―――― グリップグリップグリップグリップ

■ 滑りにくい複合凹形滑り止め

■ 洗浄時に汚れが残りにくい形状

特徴３特徴３特徴３特徴３―――― 先端先端先端先端

■ 顕微鏡下手術に適した寸法

■ 手仕事による 巧緻な「合い」

■ 確実な把持を実現する弾性

脳の腫瘍摘出や血管障害の外科治療に

必須のピンセットです。脳外科手術の場合、

最小限の術野しか確保しないため、視界を

遮らないようＺ型に曲がっています（バイオ

ネット型）。

お医者様から「先端のずれが少なく、安心

して使える」との感想をいただきました。

■ 研究のねらい
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図１ 使用したピンセット

鋼製小物の操作性に関する研究鋼製小物の操作性に関する研究鋼製小物の操作性に関する研究鋼製小物の操作性に関する研究

基盤的・先導的基盤的・先導的基盤的・先導的基盤的・先導的技術技術技術技術研究推進事業研究推進事業研究推進事業研究推進事業

操作性に関わるデータの定量化操作性に関わるデータの定量化操作性に関わるデータの定量化操作性に関わるデータの定量化

ピンセットなどの医療用金属製器具（鋼製小物）について、意匠により作業効

率に差が出るのかを調査するべく簡易的な作業実験を行い、データの収集と定量

化を試みました。

企画支援部企画支援部企画支援部企画支援部 長嶋宏之長嶋宏之長嶋宏之長嶋宏之

ものづくり基盤技術第２部ものづくり基盤技術第２部ものづくり基盤技術第２部ものづくり基盤技術第２部 飯村崇飯村崇飯村崇飯村崇

岩手大学地域連携推進センター、岩手大学地域連携推進センター、岩手大学地域連携推進センター、岩手大学地域連携推進センター、 岩手大学岩手大学岩手大学岩手大学、、、、

（株）（株）（株）（株）東光舎東光舎東光舎東光舎

‖‖‖‖方法方法方法方法‖‖‖‖

被験者には、1分間、ピンセットを使用して机上の陶器

製皿から樹脂製皿に米粒を移す作業を依頼しました。実

験では開発したヘキサゴン鑷子（せっし）と既製品のピン

セットを使う２人が同時に作業を行っています。成績は

移動した米の重量（計測精度0.1g）で判定しました。

工業技術センター一般公開（平成24年10月５・６日）の

ご来場者に協力いただき、332人分のデータを得ました

（表１）。

‖‖‖‖結果・結果・結果・結果・考察考察考察考察‖‖‖‖

中学生以上の成績データを対象とし、分布をグラフ化

しました（図２）。汎用ピンセットはばらつきは少ないもの

の成績が低く、ヘキサゴン鑷子はばらつきがあるものの、

比較して成績が高い結果となりました。つまり、作業効

率ではヘキサゴン鑷子に優位性があると考えます。

汎用ピンセット

全長130mm、先端は鋭角、SUS304製

¥2,000

ヘキサゴン鑷子（AHT130-011B）

全長130mm、グリップ部六角形、先端：丸

SUS420製 ¥35,000

注：性別・年代は実験者の推測による。

年代

ヘキサゴン鑷子 汎用ピンセット

計

男性 女性 男性 女性

小学 低以下 20 25 21 28 94

小学 中高 40 16 28 15 99

中学―60代未満 24 37 21 38 120

60代以上 6 6 1 6 19

計

90 84 71 87

332

174 158

表１ 被験者の内訳

図２ 成績の分布（中学生以上）

人のばらつきは少ないが、成績が低い

ばらつきはあるが、総じて成績が高い

■ 研究のねらい
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木に模様を浮き上がらせる技術で特許を木に模様を浮き上がらせる技術で特許を木に模様を浮き上がらせる技術で特許を木に模様を浮き上がらせる技術で特許を

取得しました取得しました取得しました取得しました

技術開発技術開発技術開発技術開発

企画支援部企画支援部企画支援部企画支援部 浪崎安治、内藤廉二浪崎安治、内藤廉二浪崎安治、内藤廉二浪崎安治、内藤廉二

木の木口面に浮き彫のように模様を浮き上がらせる技術「凸状模様体の模様構

造製造方法」を開発しました。（平成24年11月30日取得 特許第5140811号）

■ 研究のねらい

「凸状模様体の模様構造製造方法」とは

浮き上がらせたい模様の金型を作製します。

「高精度ワイヤ放電加工機」などを使用すると

精密な金型を作ることができます。

①金型の製作 ②金型の圧入

木の木口面に着目し、圧縮されて縮んだ木の繊維が、吸水させると元どおりに復元する特

性を応用した技術です。浮き上がらせたい模様の金型を作製し、これを木口面にプレスで圧

入すると、木の繊維が圧縮されて模様のへこみができます。へこみの周りの部分を削り取り、

お湯（水分）を与えると圧縮された繊維が膨潤して模様が復元して膨らみ、浮かびあがります。

③研削 ④お湯(水分)を与える＜浮き彫り模様の完成＞

金型を木の木口面に置き、油圧プレスで

圧入すると金型の形に木の繊維が縦方向

に圧縮されて凹みます。

金型を抜き、凹みの周りを削り取ります。 お湯（水分）を与えると圧縮された部分が

復元し、模様が浮かび上がります。

金型を切り出す

プレス

削 り

取る

金型

木材

お湯

復元！

圧縮される

加工工程
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特許技術を活用した、新「平泉」の特許技術を活用した、新「平泉」の特許技術を活用した、新「平泉」の特許技術を活用した、新「平泉」の

ストラップの開発支援ストラップの開発支援ストラップの開発支援ストラップの開発支援

技術支援（成果の普及）技術支援（成果の普及）技術支援（成果の普及）技術支援（成果の普及）

企画支援部企画支援部企画支援部企画支援部 浪崎安治浪崎安治浪崎安治浪崎安治、、、、小林正信小林正信小林正信小林正信、、、、内藤廉二内藤廉二内藤廉二内藤廉二

ものづくり基盤技術第ものづくり基盤技術第ものづくり基盤技術第ものづくり基盤技術第２２２２部部部部 飯村崇飯村崇飯村崇飯村崇

（有）（有）（有）（有）ミスズミスズミスズミスズ

世界遺産に登録された「平泉」をモチーフにしたストラップ商品に当センター

の特許技術「凸状模様体の模様構造製造方法」（平成24年11月30日取得 特許第

5140811号）が活用されています。

■ 支援のねらい

「凸状模様体の模様構造製造方法」は木の木口面に着目

し、木の繊維を縦圧縮して縮ませたあとに、お湯（水）に浸け

ると膨潤し、元どおりに復元する特性を利用した技術です。

金箔貼タイプ

下地：黒漆 凸部：金箔貼り

ぼかし塗りタイプ1
下地：黒漆 凸部：ベンガラ等

ぼかし塗りタイプ2
下地：黒漆 凸部：ベンガラ等

ぼかし塗りタイプ3
下地：黒漆 凸部：ベンガラ等
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コンプウッドシステムによるコンプウッドシステムによるコンプウッドシステムによるコンプウッドシステムによる

曲げ木を活かした製品開発曲げ木を活かした製品開発曲げ木を活かした製品開発曲げ木を活かした製品開発

さんりく基金さんりく基金さんりく基金さんりく基金助成助成助成助成事業事業事業事業

被災地の生活向上のための製品開発被災地の生活向上のための製品開発被災地の生活向上のための製品開発被災地の生活向上のための製品開発

企画支援部企画支援部企画支援部企画支援部 内藤廉二、有賀康弘、内藤廉二、有賀康弘、内藤廉二、有賀康弘、内藤廉二、有賀康弘、

氏家亨（復興支援担当）氏家亨（復興支援担当）氏家亨（復興支援担当）氏家亨（復興支援担当） 、浪崎安治、浪崎安治、浪崎安治、浪崎安治

山口家具（岩泉町）、木暮工房（遠野市）山口家具（岩泉町）、木暮工房（遠野市）山口家具（岩泉町）、木暮工房（遠野市）山口家具（岩泉町）、木暮工房（遠野市）

コンプウッドシステムは、木材を繊維方向に圧縮することで、常温での曲げ木

加工を可能にする装置です。当センターに設置されているコンプウッドシステム

を活用した曲げ木加工を取り入れた家具、建具を試作して、沿岸地域で試用して

います。

■ 研究のねらい

■ 開発製品

子供が窓や扉から出ないようにガードを設計・試作しました。現在、釜石市にある託児施設

において、試用しています。

①託児施設のベビーガード

釜石市にある仮設住宅の共有スペースで使われるテーブルを設計・製作しました。

②仮設住宅で使うテーブル

・格子の一本を曲げ木加工しています。建具への曲げ木の

応用を試みました。

・ノックダウン方式（組立式）でユニット化することにより、コ

ストを抑えつつ組み合わせを変えることができます。

・ベビーガードだけでなく、パーテーションとしても利用

できます。

・材料は県産のスギ材、格子部分はコンプウッド処理し

たタモ材を使用しています。

・曲げ木をデザインアクセントとしてモダンで軽快なスタイルと

強度を両立させました。

・材料は県産のセン材、曲げ木部分はコンプウッド処理したブ

ナ材を使用しています。

曲げ木を用いた格子

製作 ： 山口家具（代表 山口一夫 ／ 岩泉町）

デザイン・設計・曲木加工 ：岩手県工業技術センター

製作 ： 木暮工房（代表 菊池光典 ／ 遠野市）

デザイン・設計・曲木加工 ： 岩手県工業技術センター
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木材を自由変形する新しい加工技術木材を自由変形する新しい加工技術木材を自由変形する新しい加工技術木材を自由変形する新しい加工技術

－コンプウッドシステムの活用研究－－コンプウッドシステムの活用研究－－コンプウッドシステムの活用研究－－コンプウッドシステムの活用研究－①①①①

公募型共同研究公募型共同研究公募型共同研究公募型共同研究事業事業事業事業

企画支援部企画支援部企画支援部企画支援部 内藤廉二、有賀康弘、浪崎安治内藤廉二、有賀康弘、浪崎安治内藤廉二、有賀康弘、浪崎安治内藤廉二、有賀康弘、浪崎安治

（有）（有）（有）（有）藤里木工所、安代漆工技術研究センター、藤里木工所、安代漆工技術研究センター、藤里木工所、安代漆工技術研究センター、藤里木工所、安代漆工技術研究センター、

滴生舎、工房森の詩滴生舎、工房森の詩滴生舎、工房森の詩滴生舎、工房森の詩

コンプウッドシステムは、木材を繊維方向に圧縮処理することで、常温での曲げ

木加工を可能にする装置です。このシステムを活用して県内の木工所でも曲げ木加

工の導入が進むことを期待しています。この研究では県産広葉樹５種類について、

コンプウッド処理条件の検証を行いました。

■ 研究のねらい

１ 県産広葉樹のブナ、イタヤカエデ、タモ、ケヤキ、ニレの５樹種についてコンプウッドシステ

ムによる処理条件を検証しました。その結果、自然乾燥を続けて平衡含水率に達した木材は

コンプウッド処理に適しませんが、吸水処理することでコンプウッド処理が可能になることが

わかりました。

■ 研究の概要

樹種 ブナ カエデ タモ ニレ ケヤキ

含水率（％） 12.7 13.0 12.7 11.9 11.8

樹種 ブナ カエデ タモ ニレ ケヤキ

含水率（％） 115.4 105.7 77.5 124.9 99.5

表 自然乾燥した木材の含水率 表 吸水処理した木材の含水率

図１ 座屈損傷したブナ材 図２ 均等に圧縮されたブナ材

コンプウッド処理 コンプウッド処理

樹種 ブナ カエデ タモ ニレ ケヤキ

コンプウッド処理前の木材（㎜） 8.6 9.3 9.5 10.0 12.5

コンプウッド処理後の木材（㎜） 33.4 50.4 54.1 56.2 46.0

表 最大荷重までのたわみ量

２ コンプウッド処理をした木材の曲げ試験を行い、５樹種全てにコンプウッド処理の効果を確

認しました。
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公募型共同研究公募型共同研究公募型共同研究公募型共同研究事業事業事業事業

企画支援部企画支援部企画支援部企画支援部 内藤廉二、有賀康弘、浪崎安治内藤廉二、有賀康弘、浪崎安治内藤廉二、有賀康弘、浪崎安治内藤廉二、有賀康弘、浪崎安治

（有）（有）（有）（有）藤里木工所、安代漆工技術研究センター、藤里木工所、安代漆工技術研究センター、藤里木工所、安代漆工技術研究センター、藤里木工所、安代漆工技術研究センター、

滴生舎、工房森の詩滴生舎、工房森の詩滴生舎、工房森の詩滴生舎、工房森の詩

コンプウッドシステムは、木材を繊維方向に圧縮処理することで、常温での曲

げ木加工を可能にする装置です。公募型共同研究に参加した企業４社がコンプ

ウッド処理木材を活用して曲げ木を用いた製品開発に取り組みました。

■ 研究のねらい

家具から漆器等の小木工品まで、多くの木製品を対象にコンプウッドシステムを活用した製

品開発に取り組みました。コンプウッド処理した木材の次のような特徴（①曲げ加工可能な状

態で長期保存できる ②常温での曲げ加工が可能）を活用することにより個人工房でも曲げ

木を用いた製品開発が積極的にすすめられることが期待されます。

当センターの展示ホールで試作品の展示会を開催しました。また、共同研究の報告会も開催

しました。

障子：安代漆工技術研究センター
堂円箪笥：(有)藤里木工所

弁当箱：滴生舎

カップ：工房森の詩

展示会場（岩手県工業技術センター） 報告会の様子

木材を自由変形する新しい加工技術木材を自由変形する新しい加工技術木材を自由変形する新しい加工技術木材を自由変形する新しい加工技術

－コンプウッドシステムの活用研究－－コンプウッドシステムの活用研究－－コンプウッドシステムの活用研究－－コンプウッドシステムの活用研究－②②②②




